
               
 

                    

 

URL:http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/mutsukawadai/ 
E-mail: ky-e-mutsukawadai@city.yokohama.jp 

 
 

学
まな
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こ う

長
ちょう

  小
こ

山
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 雅
ま さ
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 コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡
かく

大
だい

の波
なみ

がまたきました。学
がっ

校
こう

での生
せい

活
かつ

、家
か

庭
てい

での生
せい

活
かつ

に長
ちょう

期
き

に渡
わた

り
り

影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼしています。こうした中
なか

、学
がっ

校
こう

での子
こ

どもたちの学
がく

習
しゅう

の仕
し

方
かた

が変
へん

化
か

してきています。授
じゅ

業
ぎょう

で

タブレット端
たん

末
まつ

を使
つか

い、グループやクラスで互
たが

いに意
い

見
けん

を交
こう

換
かん

することができるようになってきま

した。写
しゃ

真
しん

をとり、アプリに読
よ

み込
こ

んでまとめるということもできるようになってきました。イン

ターネットで検
けん

索
さく

して調
しら

べることもできるようになってきました。文
も

字
じ

入
にゅう

力
りょく

も慣
な

れてきているよ

うです。子どもたちは、あれこれ試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

しながら使
つか

い方
かた

を習
しゅう

得
とく

し、またいろいろな使
つか

い方
かた

を発
はっ

見
けん

してきました。 

記
き

録
ろく

したり、情
じょう

報
ほう

を得
え

たり、表
ひょう

現
げん

したりするなどいろいろなことができ、タブレット端
たん

末
まつ

はと

ても便
べん

利
り

な道
どう

具
ぐ

ですが、できないこともあります。それは、実
じっ

際
さい

に体
たい

験
けん

することです。例
たと

えば音
おん

楽
がく

はどうでしょう。３～６年
ねん

は学
がく

年
ねん

で音
おん

楽
がく

発
はっ

表
ぴょう

会
かい

をしました。互
たが

いの声
こえ

の調
ちょう

子
し

を合
あ

わせて怪
かい

獣
じゅう

の振
ふり

付
つけ

も揃
そろ

っていた３年
ねん

生
せい

、３拍
びょう

子
し

の合
がっ

奏
そう

や２部
ぶ

合
がっ

唱
しょう

の響
ひび

きが美
うつく

しかった４年
ねん

生
せい

、アップテンポなリ

ズムにのってルパン３世
せい

のテーマを演
えん

奏
そう

した５年
ねん

生
せい

。それぞれの学
がく

年
ねん

の持
も

ち味
あじ

がありました。６年
ねん

生
せい

 の発
はっ

表
ぴょう

会
かい

では、琴
こと

、和
わ

太
だい

鼓
こ

のオープニングから始
はじ

まり、打
だ

楽
がっ

器
き

のリズムと旋
せん

律
りつ

を奏
かな

でる楽
がっ

器
き

の

音
ね

色
いろ

が重
かさ

なり合
あ

って生
う

み出
だ

された音
おと

が体
たい

育
いく

館
かん

に響
ひび

き渡
わた

る、とても迫
はく

力
りょく

のある千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

が演
えん

奏
そう

されま

した。体
からだ

に響
ひび

く感
かん

じは生
なま

演
えん

奏
そう

ならではでした。６年
ねん

生
せい

からは、みんなで音
おと

を合
あ

わせて演
えん

奏
そう

できた

ことが楽
たの

しかったという感
かん

想
そう

がありました。このような思
おも

いはどの学
がく

年
ねん

の子
こ

どもたちにもあり、練
れん

習
しゅう

を重
かさ

ね、納
なっ

得
とく

のいく演
えん

奏
そう

ができ、楽
たの

しい気
き

持
も

ちや充
じゅう

実
じつ

感
かん

が得
え

られたのだと思
おも

います。 

こうしたことは、実
じっ

際
さい

の体
たい

験
けん

がないと得
え

られません。他
ほか

にも理
り

科
か

の実
じっ

験
けん

や観
かん

察
さつ

、生
せい

活
かつ

科
か

の季
き

節
せつ

の

遊
あそ

びや体
たい

育
いく

のハードル走
そう

など、実
じっ

際
さい

にやってみることから学
まな

べることがあります。何
なに

ができて何
なに

が

できないのか、何
なに

が難
むずか

しくて
て

何
なに

が簡
かん

単
たん

なのか、といったことも分
わ

かります。こうしたことはタブ

レット端
たん

末
まつ

ではできません。しかし、一
いっ

方
ぽう

で、タブレット端
たん

末
まつ

 はその体
たい

験
けん

を動
どう

画
が

や写
しゃ

真
しん

、文
ぶん

章
しょう

な

どさまざまなかたちで記
き

録
ろく

することができます。こうした面
めん

はタブレット端
たん

末
まつ

の得
とく

意
い

分
ぶん

野
や

であり、

体
たい

験
けん

からの学
まな

びを深
ふか

める役
やく

割
わり

を担
にな

うことができそうです。 

これからの学
まな

び方
かた

は様
さま

々
ざま

です。プログラミングやオンラインでのやり取
と

りなど進
すす

めていこうとい

う声
こえ

は職
しょく

員
いん

からも上
あ

がっており、各
かく

クラスで試
し

行
こう

しながら進
すす

めています。これだけ、それだけ、

ではなく、いろいろな見
み

方
かた

でそれぞれのよさを組
く

み合
あ

わせ、学
まな

び方
かた

を広
ひろ

げていきたいと考
かんが

えてい

ます。 
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